



『アリストテレス「命題論」第 1 巻問題集』第 3 問題 試訳 
 




1 巻問題集』第 3 問題の試訳である。本稿の訳出した第 3 問題では、表示される事
物に関して転変〔transmutatio〕が生じると、音声の表示において転変が生じるのかが
問われている。 
 第 3 問題の構成は以下の通りである。第 3 問題では、対象となるアリストテレス
の原文は第 2 問題と同じままで、当該の問題を提示することから始められている。
その上で、事物において転変が生じると音声の表示において転変が生じることを主
張する見解が 1 から 4 で提示される。これはスコトゥスにとっては異論に相当する
ものである。これに対して、5 から 9 では、事物において転変が生じても音声の表
示において転変が生じないことを主張する見解が反論として提示される。10 では音
声の表示において転変が生じないことがスコトゥス自身の見解として提示され、11




 なお、本稿は下訳を U と I が作成した上で訳者全員が検討を加えて作成したもの


































                                                   
1 ボエティウス『区分について』（Magee, p.44, ll.22-3）「実際、もし音声が表示するいかなる事
物も基体ではないとするなら、その音声は指示するものであるとは言われない」（I）。 



































とは知解を定めることである」〔significare est intellectum constituere〕6のだから、音声
                                                   




6 アリストテレス『命題論』第 3章 16b19-21（AL II.1, p.7, ll.14-6）「実際、それ自体で言われた
動詞そのものは名詞であり何かを表示する。というのも、［動詞を］言う者は知解を定め、［動
詞を］聴く者は［知解の対象において］静止するからである」。Cf. 『アリストテレスの諸権威』
（Hamesse, p.305, ll.36）「表示することは知解を定めることである」（I）。 


























                                                   
7 アリストテレス『分析論後書』第 2 巻第 7章 92b5-7（AL IV.1, p.78, l.20 - p.79, l.2）「実際、存
在しないものが何であるかということを誰も知らないが、私が山羊鹿と言う場合、たしかに理
拠や名称が何かを表示する一方で、山羊鹿が何であるかを知ることは不可能である」（I）。 











するものとは言われない」〔Si nulla sit res subiecta quam significat vox, significativa esse 
non dicitur〕。ここで《est》［すなわち si 節の中の sit のこと］は、「もしいかなる事











































生成における形象の原因〔causa speciei in fieri〕であるのみである。 
 17．第二に、「表示されるものが滅びると、表示するものが滅びる」〔destructo 












                                                   
9 註 7を見よ（I）。 
『筑波哲学』第 25号（2017年） 
71 
であるが、これは偽である。 
 19．18 に対して解答は容易である：その理由は以下の通りである。なぜなら、存在
する事物が音声によって前に表示されていたのでも、非存在の事物が今は表示されて
いるのでもなくて、知解される限りでの事物―表示される限りでは、その事物にと
って存在することと非存在であることは外的なことである―が表示されているか
らである。 
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